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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本のCO２排出量のシェアを示したものです。産業部門からの排出は、ほぼ安定しており、オイルショック当事よりもむしろ減少しています。これに対し、民生部門と運輸部門の排出は増加を続け、とくに交通部門の排出は大きく増加しています。いうまでもなく、この排出増は自動車が主たる原因です。
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